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○子どもたちの年齢・発達に合わせた保育プログラムが実施されており、保護者からの満足度も高
い
保育プログラムの一部として、「生きる力」「伸びる力」を育むことを目的に、それぞれの年齢・
発達に合わせた多様な保育プログラムを実施している。どのプログラムも、子どもたちが楽しみな
がら親しみながら、自己表現することを大切にしている。幼児プログラム（ことばの知育）や年齢
に応じた、絵本・紙芝居の読み聞かせなどを積極的に取り入れて、言語活動や表現活動に多く触れ
ている。日常の保育活動では、四季に応じた栽培活動や保育園外（散歩）に出かけ、自然に触れた
体験を製作活動につなげ、保育を豊かに展開している。製作は子どもたちが、意欲的に楽しんで行
う保育活動のとなっていて、各保育室には季節に合わせた、年齢に沿った内容の製作品が飾られて
いた。また、運動会や発表会などに、子どもたちがお面や招待状などを作り、行事への主体的な取
り組みにつなげている。日々の園生活が、豊かな経験を通し育まれていると共に、行事ごとの職員
手作りの道具は、時間をかけて造られ職員の熱心さが保護者に伝わり満足度も高い。
○園長・主任の連携を活かして園運営を進めており、保護者の信頼関係、高い満足度につながって
いる
園長と主任の連携が活かされ、園全体の取りまとめ、職員間の協調・連携体制がうまく進められて
いる。職員間でのコミュニケーション、協力体制の良さが園運営全体に浸透しており、保護者との
信頼関係醸成や利用者調査の高い満足度として表れている。また、非常勤職員との意識の共有や保
育に関する考え方の共通認識も進んでおり、意見などもしっかりと把握して保育活動に活かしてい
る。
○子どもたちの安全・安心を最優先に取り組みを進めており、職員間での意識共有にも努めている
子どもたちの安全･安心を第一に、年間避難計画を作成してケースに応じた対応を想定して避難訓
練を行っている。散歩時の公園の使い方や危険箇所、公園までのリスク管理につながる視点を散歩
マップに明示し職員間での共有、保護者への周知・意識化に活かしている。また、園内研修でヒヤ
リハット事例を職員間で出し合い、ＫＪ法を利用して取りまとめて職員のヒヤリハットへの意識を
高めている。今後は検討結果の図化を視野に入れてヒヤリマップの作成を予定しており、子どもた
ちへの安全配慮に期待が持てる。

加藤　美磨里 90（91）

◇特に評価の高い点
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④第三者評価結果に対する事業者のコメント

⑤各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙

今回評価を受ける事で、園としての具体的な課題に気付くことができました。
今後更なる向上を目指し、子どもたちが自主的に活動できる保育環境作りを第一に心掛け、そし
て、地域やボランティアなど積極的な交流に取り組んでいきます。
良い評価をいただいた点につきましたは、今まで以上に取り組み、ご指摘いただいた点につきまし
ては、改善できるように努力して参ります。
受審に際して、評価の中で的確なアドバイスをいただきました評価機関の皆様、ご多用中、利用調
査にご協力いただきました在園児の保護者の皆様に心より感謝申し上げます。

○保育室のおもちゃの種類や数・配置の仕方など、自由遊びの中でも子どもの主体性につながる環
境の工夫を期待したい
クラスにあるおもちゃで自由に遊ぶ時間を提供しており、クラス毎にままごとのコーナーやパズ
ル・ブロックなども棚に配置され、絵本も近くのコーナーに置かれ何時でも読むことができるよう
になっている。子どもの発達や年齢にあったおもちゃの種類や子どもの人数に応じたおもちゃの量
を再検討し、それぞれのコーナーの配置場所の工夫など、子どもが楽しく遊ぶことができる環境の
さらなる工夫や主体性につながる検討を期待すると同時に、子どもが絵本に興味や関心を持てるよ
うな絵本の種類や並べ方などの見せ方の工夫なども期待したい。
○子どもたちの活動に関する記録をさらに具体的に残すことを期待したい
保育課程に基づいて、年間指導計画・月間指導計画・週案などが、決められた手順や様式に立案さ
れ記録されいる。また、保育日誌・延長保育日誌・行事計画企画書・食育、クッキング企画書など
の様々な記録がされ、保育の実施に欠かせないものとして、保育実践に活かされている。さらに記
録を、より子どもの育ちの姿として、子ども理解を深め保育実践に活かしていくために具体的な子
どもの姿などを記入することも期待したい。例えば、延長保育日誌には、その日の遊びを子どもた
ちがどのようにして遊んでいたのかを、エピソード的に記入することで、子どもへの理解が深ま
り、豊かな保育につながる記録になっていくのではないかと考える。

特にコメントを要する点
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